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オ ワ ン ク ラゲ の フ ォ トフ ロテ イ ンaequorin(AQ)はapoproteinとcoelenterazineお よ び
02、 か ら成 り立 って お り 、 そ れ に カル シ ウ ム イ オ ンが 結 合 す る こ と に よ り青色 の 光 を放 ち
bluefluorescentprotein(BFP)に 変 わ る。 この 発 光 にお け るemitterが 何 で あ るか に つ い
て 様 々 な 議 論 が され て き て い る 。 本研 究 で はcoelenterazinemimicsを 組 み込 ん だ 半合 成
AQの 生 物 発 光 を検 討 し、emitterがcoelenteramideの オ キ シ ア ニ オ ンで あ る こ と を 明 ら




Coelenterazineの5一 位 に あ るp-hydroxyphenyl基 を様 々 なp一 遣 換 フ ェ ニ ル基 に 変 換 し
た 類 縁 体 を合 成 し、そ れ らのDMSO中 で の 化 学 発 光 につ いて 調 べ た と ころ 、 発 光 波 長 は
p一置換 基 に影 響 さ れ る も の の 、 発 光 効 率 は ほ と ん ど変 化 しな い こ とが 分 っ た 。 これ らの 結
果 は 、 オ ワ ンク ラゲ の 生体 内 で は 、 まず 生 成 す るcoelenteramideの 励 起 分fの5一 位 芳 香






オ ワンク ラゲな どの生物 発光 においては ジオキセ タノンが発光鍵 中間体 と考え られてお
り、それ らが所 謂CIEEL(chemicallyinitiatedelectronexchangeluminescence)機 構iによ
り分解す るため、高効 率で発光す るとされ てい る。しか しCIEEL機 構 の真偽 を含めて発光
の素過程 については不 明な と ころが多い。 本研 究 においては生物発光機構の解 明 も視野 に
入れ た化学 発光 基質 に関す る研 究 を行 うべ く、まず構造変換 に柔軟性 を持 った所 謂CIEEL






2環 性 ジ オキ セ タ ン、5-tert-butyl-4,4-dimethyl2,6,7-trioxa-bicyclo[3.2。0】heptaneの1
位 に様 々 な 置 換 フ 土ニ ル基 を導 入 した 化 合 物 を合 成 し、 そ れ らの電 荷 移 動 誘 発 分解 と熱 安
定 性 との 相 関 を調 べ た 。そ の結 果 、芳 香環 の 酸 化 電 位 、 芳香 環 上 の電 子供 与 性 置換 基 の 位
置 、 さ らに芳 香 環 の 配 座 が 分子 内電 荷移 動 の 起 こ り易 さ に大 き く影 響 す る こ とが 分 った。
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